
和歌山県立和歌山工業高等学校（全）通し番号 Ｋ００１

教 科 工業 科 目 工業技術基礎 履修学年 １年

単位数 ３ 科・系 化学技術科 担 当 者

化学工業の基礎実習を通して、必ず知っておかなければならない基本
教科・科目 的な知識や技能を総合的に習得させる。実習報告書を作成し、実験結果
の目標 をまとめる力を養い、その発表方法を身につける。

教科書「工業技術基礎」（実教出版）
工業化学実習１（実教出版）

使用教科書 補助教材プリント
・教材等

評価の観点
①知識・技能
②思考・判断・表現
③主体的に学習に取り組む態度

評価の観点 評価の基準
と ①実験器具の取扱法が身についたか。

②化学合成、分析の基礎的な技術が身についたか。
その方法 ③安全管理に対する姿勢を習得するとができたか。

④電気の基礎知識を身に付け、理解が深められたか。
評価の方法
①実習への取り組み姿勢
②実験結果とその精度
③レポートの内容

クラスを４ショップに分け、１ショップを３時間７回でローテーション
をして実施する。

学習方法・
学習形態

１．実習前の注意事項や実習の流れをよく聞き、理解しておく。
２．実習中は自分だけでなく他の生徒の状況もみて、的確な判断ができ

るようにする。
３．実験結果のみならず、気づいたことを記録する習慣を身につける。

留 意 点
そ の 他



令和 6年度学習進度予定表
期 月 学 習 項 目 学 習 内 容 到 達 目 標

情報の基礎 ○Ｗｏｒｄ 日本語ワードプロセッサ、
４月 ○Ｅｘｃｅｌ 表計算ソフトを利用して報

○Ｐｏｗｅｒ ｐｏｉｎｔ 告書等の作成や表、グラフ
等の作成練習を行う。プレ
ゼンテーションソフトを利
用して情報伝達の工夫や発

５月 表の仕方などの基礎を身に
一 つける。
学
期 ６月 硫酸銅の製造・分析 ○硫酸銅の製造 結晶硫酸銅（結晶水を持つ

○結晶硫酸銅中の結晶水の定 化合物）の製造・分析実習
量 を行い、化学反応を理解す

ると共に基本操作を習得す
る。
酸や塩基の性質や薬品取扱
時における注意点を理解す
る。
溶液の作成においては標準
溶液の調製、希釈手順等を

７月 理解すると共に器具の取扱
いに精通する。

夏季
休業

９月 定量分析の基礎 ○滴定器具の取扱 使用する薬品の希釈方法や
○中和滴定 濃度表示について学習する。
・ＨＣｌの濃度標定 また、滴定器具の取扱方法
・ＮａＯＨの濃度標定 や終点の見分け方を実感す
・食酢中の酢酸の定量 る。実験を通して、液の量

的関係や濃度計算の基礎を
習得する。

二 10月
学
期

11月

12月

冬季
休業

１月 テスターの製作と電気測定 ○テスターの製作 製作途中では、用いる電気
部品の働きや抵抗のカラー
コードの見方などを学習す

三 る。完成した製品を用いて
学 ２月 電流、電圧、抵抗値の測定
期 方法を学ぶ。

３月

春季
休業



和歌山県立和歌山工業高等学校（全）通し番号 Ｋ００２

教 科 工 業 科 目 製図 履修学年 １年

単位数 ２ 科・系 化学技術科 担 当 者

立体を平面上に正しく表すことのできる基礎的な製図法を修得する。
教科・科目 また、製作図として図面に記入する必要な事項を知り、製作図作成の
の目標 ための基礎的な知識技術を身につける。

製 図 （実教出版）
使用教科書 自作プリント
・教材等

評価の方法
作品

評価の観点 授業に取り組む姿勢
と 確認テスト などにより総合的に判断する

その方法

製図に関する基礎的な知識と技術を総合的に修得させ、製作図などを
学習方法・ 正しく読み、製作する能力を養う。
学習形態

図面はきれいに書くことも必要であるが、提出期限内に仕上げること
も必要なことである。よって、製図を行うにあたって作業順序を考え
ることも重要である。

留 意 点
そ の 他



令和６年度学習進度予定表

期 月 学 習 項 目 学 習 内 容 到 達 目 標

４月 製図用具とその使い方 製図器の使い方 Ｔ定規、製図板、製図用
テープ、三角定規、直線
定規コンパスの使用方法
及び製図用紙の種類、鉛
筆の種類について学習す

一 ５月 る。
学
期 文字の練習 文字を丁寧に書く習慣をつ

ける。
線の練習 実線、細線、一点鎖線、二

６月 点鎖線の引き方およびそれ
ぞれの線の用途を知る。

作品の完成 図の配置、見栄え、きれい
さを意識させ、作品を完成
する。

７月

夏季
休業

基礎的な図の書き方 基本的な図法を理解し、正
９月 しい作図ができる力を養う。

投影図 製図コンクールの作品の完 基礎的な作図及び線の書き
成 方について復習。ケント紙

に作品を完成する。

10月 投影図 製図の基礎である投影図（第
二 三角法）を確実に書ける力
学 を養う。
期

展開図 展開図の基礎として、角柱
の展開図を理解する。

11月

12月

冬季
休業

１月
立体的な図示法 等角図 品物の形状を立体的に図示

する方法である等角図を理
三 解する。また、投影図から
学 ２月 等角図を描くことにより投
期 影図の理解を深める。

３月

春季
休業



和歌山県立和歌山工業高等学校(全) 通し番号   K003     

教 科 工業 科目 工業情報数理 履修学年 １年 

単位数 ３ 科 化学技術科 担 当 者  

 

教科・科目の

目標 

・社会における情報化の進展と情報の意義や役割を理解する。 

・情報技術に関する知識と技術を習得する。 

・工業の各分野において情報及び情報手段を主体的に活用する能力と態度を身につける。 

使用教科書 

・教材等 
実教出版「工業 718工業情報数理」 

評価の観点 

と 

その方法 

１．評価の観点 

・知識・技能 

・思考・判断・表現 

・主体的に学習に取り組む態度 

 

２．評価の方法 

・定期考査・小テスト 

・提出物（ノート・プリント・課題など） 

・授業時の観察で評価 

等を総合的に評価する 

学習方法・ 

学習形態 

普通教室で行い、板書による授業形態とパソコンを用いた授業形態を授業内容により使い分

けて行う 

履修者への

メッセージ 

 

・授業を大切にする。 

・基礎的な事項は確実なものとするように毎時間授業に積極的に取り組んでいく。 

・教科書、ノート、提出物など忘れ物をしない。 

・配布されたプリントは自己管理する。 

・資格習得のために計算技術検定や危険物の勉強も行う。 

 



令和６年度学習進度予定表 

期 月 学 習 項 目 学 習 内 容 到 達 目 標 

一

学

期 

４月 

産業社会と情報技術 

 

 

コンピュータの基本操作と

ソフトウェア 

 

 

プログラミングの基礎 

 

 

 

BASIC によるプログラミン

グ 

コンピュータの構成と特徴 

情報について 

 

コンピュータの基本操作 

ソフトウェアの基礎 

 

 

プログラム言語 

プログラムのつくり方 

流れ図とアルゴリズム 

 

基本的なBASICのプログラム

作成 

・コンピュータの基本構成と権

利と管理について理解させる 

 

・コンピュータの基本的操作を

理解させる 

 

 

・プログラムの種類とアルゴリ

ズムやプログラムの作成の意

味を理解させる 

 

・BASIC の特徴とプログラム

の作成について理解させる 

 

・選択処理、繰り返し処理、配

列処理を理解させる 

５月 

６月 

７月 

夏季 

休業 

 

二

学

期 

９月 

 

 

C によるプログラミング 

 

 

 

 

 

ハードウェア 

 

 

 

コンピュータネットワーク 

 

 

基本的な C の特徴とプログラ

ムの作成 

 

 

 

 

データの表し方 

論理回路の基礎 

処理装置の構成と動作 

 

コンピュータネットワークに

ついて 

 

 

・C の特徴とプログラムの作成

について理解させる 

 

・選択処理、繰り返し処理、配

列処理を理解させる 

 

・データの表し方、論理回路、

コンピュータの構成について

理解させる 

 

・コンピュータネットワークを

利用したデータ通信の利点に

ついて理解させる。 

10 月 

11 月 

12 月 

冬季 

休業 

 

三

学

期 

１月 

コンピュータ制御 

 

 

 

情報技術の活用 

 

 

 

数理処理 

 

 

 

総まとめ 

コンピュータ制御の概要と具

体例 

 

 

情報技術の活用の仕方 

 

 

 

単位と数理処理 

実験と数理処理 

 

 

まとめ 

・コンピュータ制御の考え方と

具体的な方法について理解さ

せる。 

 

・マルチメディアの概要とプレ

ゼンテーションの方法を理解

させる 

 

・量の名称・量記号・単位(SI)

について，理解させる 

 

・データの特徴を見いだす方法

を身につけさせる 

２月 

３月 

春季 

休業 

 

 



和歌山県立和歌山工業高等学校（全）通し番号 Ｋ００４

教 科 工 業 科 目 工業化学 履修学年 １年

単位数 ２ 科・系 化学技術科 担 当 者

教科・科目 化学（工業化学）の基礎的事項を理解し、普段の生活と化学工業の
の目標 つながりを理解する。

使用教科書 工業化学Ⅰ（実教出版）
・教材等

評価の観点
知識・技能
思考・判断・表現
主体的に学習に取り組む態度

評価の観点 評価の基準
と 化学の基礎理論の理解

その方法 授業に対する積極的な姿勢
化学技術に対する興味、関心の観点
評価の方法
定期考査・小テスト
提出物（ノート・プリント・課題など）
授業時の観察などにより総合的に判断する

物質とそれを構成する基本的な粒子の概念と、それらを表現する
学習方法・ ための元素記号、化学式を扱う。
学習形態 工業化学計算の基礎を習得する。

基礎基本的な事項は確実なものとするように毎時間授業に積極的に
取り組んでいく。

留 意 点 教科書、ノート、電卓など忘れ物をしない。
そ の 他 ３年間の土台を学習していると意識すること。



令和６年度学習進度予定表

期 月 学 習 項 目 学 習 内 容 到 達 目 標

物質と化学 物体と物質 ものを化学物質として見る
４月 純物質と混合物 目を養う。

混合物の分離

元素・原子・分子・イオン 元素 物質の構成単位を学ぶと共
５月 単体と化合物 に、基礎的な化学用語につ

一 原子・分子･イオン いても学ぶ。
学
期 原子の構造と電子配置 原子の構造 原子モデルの変遷や化学史

原子の電子配置 を通じて、周期律やイオン
６月 元素の性質と周期表 生成原理等を理解する。

物質を表す式 分子式・構造式・モデル 物質を化学式を用いて表す
イオン式と組成式 ことができ、化学式から物

７月 質がわかるようにする。

夏季
休業

化学結合 イオン結合とイオン結晶 イオン結合、共有結合を学
９月 共有結合と共有結合結晶 び理解する。

原子価と電子配置 原子の構造・電子配置を理
分子の極性と電気陰性度 解する。

10月 配位結合

二 分子間に働く力 金属結合・結晶構造を理解
学 金属結合と金属の結晶 する。
期 結晶構造

物質の変化 状態変化 物理変化と化学変化の違い
11月 物理変化と化学変化 を理解する。

化学反応式 反応系と生成系 化学反応式の書き方を理解
化学反応式 する。

12月

冬季
休業

１月 化学式と物質の量 原子量 物質量の量と化学式の関係
分子量と式量 を学ぶ。
物質量 モルの概念と物質量につい

三 気体１ molの体積 て理解する。
学 ２月 化学反応式と物質の量
期

水と空気 水の性質 水の性質を学び理解する。
３月 氷・水・水蒸気 空気の組成を学ぶ。

空気の組成

春季
休業



和歌山県立和歌山工業高等学校（全）通し番号 K ００５

教 科 工 業 科 目 実 習 履修学年 ２年

単位数 ６ 科・系 化学技術科 担 当 者

・実習を通して分析や有機合成の基礎を修得する。
教科・科目 ・実習を通して化学反応式の意味・量的関係を理解する。
の目標 ・機器（器具）の取り扱い方を身につける。

工業化学実習Ⅰ・Ⅱ 実教出版
使用教科書 自作プリント他
・教材等

・使用量や質量等を正確に測れるか。
・実験の流れを考えて行っているか。
・結果をレポート等にまとめられるか。
・機器（器具）の使用方法に習熟したか。

評価の観点
と 上記観点に加え、レポート、授業時の観察で評価、実験の精度により

その方法 総合的に評価する。

・機器（器具）や薬品の取り扱い方を身につける。
・実験手順を理解する。

学習方法・ ・測定値の精度を上げる。
学習形態 ・実験結果をレポートにまとめる。

・器具の取り扱い方に精通する。
・試料溶液の作り方に精通する。
・実習操作を丁寧に正確に行う。
・計算式の意味を充分理解する。

留 意 点 ・準備や後かたづけの習慣をつける。
そ の 他



令和６年度学習進度予定表

期 月 学 習 項 目 学 習 内 容 到 達 目 標

生徒４０名を４班に分け各
４月 テーマについてローテーショ

ンし実習を行う。

１．定性分析 陽イオンの分析を行う。 実験を系統的に進められる。
一 ５月 沈殿の識別ができる。
学
期 ２．定量分析Ⅱ 酸化・還元滴定を行う。 酸化剤・還元剤の標準溶

液を調製して滴定の終点
を決定し、定量できる。

６月
３．原子吸光分析 溶液に含まれる陽イオン濃 機器の操作に習熟する。作

度を測定する。 成した検量線から検出した
イオンの濃度を求めること

７月 ができる。

夏季
休業

９月 ４．有機合成Ⅱ ニトロベンゼン等の有機合成 合成実験の基礎を習得する。
を行う。 温度変化を制御できる。 水

蒸気蒸留の操作を理解す
る。

５．情報 ワード 読みやすい文章のデザイン
二 10月 の作成
学 イラスト入りチラシ・ポス
期 ターの作成

エクセル 家計簿の作成
領収書の作成

６．定量分析Ⅱ キレ－ト滴定によって金属イ 各金属イオンにより緩衝溶
11月 オンの定量を行う。 液や指示薬の違い、取扱方

法を習得する。

７．物理化学 溶液の相互溶解度を求める。 液体・固体間の溶解度につ
いて理解し、グラフ作成な

12月 どの技術を習得する。

冬季
休業

１月
８.バイオ実習 バイオ燃料の製造 バイオ燃料について学習す

る。合成実験の技術を基礎
三 に効率よく得るための原料
学 ２月 や条件などについて研究す
期 る。

３月

春季
休業



和歌山県立和歌山工業高等学校（全）通し番号 Ｋ００６

教 科 工 業 科 目 工業材料技術 履修学年 ２年

単位数 ２ 科・系 化学技術科 担 当 者

教科・科目 材料は金属材料，セラミックス材料，高分子材料の３つに大別するこ
の目標 とができる。それぞれの材料には，特有の性質が備わっており，その性

質に基づいた加工法や製造法がある。それぞれの材料をうまく組み合わ
せて身のまわりの生活や，ものづくりに生かされていることを理解する。
また，新素材や環境に配慮した材料についても学習し，材料を選択した
り開発したりする力を身につける。

使用教科書 工業材料技術（実教出版）
・教材等 プリント

評価の観点
各種工業材料の性質や特徴に関心を持ち、材料に関する基礎知識を

意欲的に学習し、身のまわりの製品や道具に使われている材料と性質
評価の観点 との関係を考察する態度が見られる。

と
その方法 評価の方法

課題プリント，ノートなどの提出。
考査評価，提出物評価，学習への取り組み状況などによる総合評価

を行う。

工業材料についての基礎的な知識を習得し、実社会で用いられている
学習方法・ 具体的な実用例まで学習する。
学習形態

エンジニアプラスティック等専門分野に関する知識をより深めさせる。

他科目との関連性を十分考慮し、理解を深めさせる。

現場で通用する基礎となる科目にしたいので今まで学習した内容を理
留 意 点 解することが必要である。
そ の 他



令和６年度学習進度予定表

期 月 学 習 項 目 学 習 内 容 到 達 目 標

４月 工業材料と社会生活 身のまわりの材料 身のまわりの道具や製品，
機械はさまざまな材料で作
材料の変遷について理解さ
せる。

一 ５月
学 工業材料の分類と性質 構造用材料と機能性材料と

いう用途による分類および
料，高分子材料という化学

６月 結合の違いによる材料の分
類があることを理解させる。

７月

夏季
休業

９月 工業材料の構造と性質 工業材料の構成物質 材料を構成する元素の種類
や原子の構造について基礎
的な学習を行い，周期表の
規則性について理解させる。

物質の性質と化学結合 化学結合の種類を学習し，
その化学結合の違いによっ
て，それぞれの材料の持つ

二 10月 性質や特徴「らしさ」が現
学 れていることを理解させる。
期 工業材料の各種性質と化学結 金属材料，セラミックス材

合 料，高分子材料の機械的，
物理的，化学的性質をそれ
ぞれ比較し，それぞれの材
料の特徴を理解させる。

11月 物質の状態変化と構造 金属の結晶構造について理
解させ，温度による変化や
二元系合金の状態図の見方
などを学習する。また，セ

12月 ラミックスの結晶構造や高
分子の化学構造についても
理解させる。

冬季
休業

１月 金属材料
金属材料の種類と性質 身のまわりにある製品や構

造物を取り上げ，金属の性
三 質について理解させ，材料
学 ２月 として一般的な金属の性質
期 や特徴を学習し理解させる。

金属材料の製造 もっとも多く用いられる鉄，
３月 アルミニウムおよび銅のお

もな製造工程について学習
し理解させる。

春季
休業



和歌山県立和歌山工業高等学校（全）通し番号 Ｋ００７

教 科 工 業 科 目 工業化学 履修学年 ２年

単位数 ２ 科・系 化学技術科 担 当 者

教科・科目 化学（工業化学）の基礎知識を利用し、専門的でより高度な化学につ
の目標 いて理解する。

使用教科書 工業化学１（実教出版）
・教材等

評価の観点
知識・技能
思考・判断・表現
主体的に学習に取り組む態度

評価の観点 評価の基準
と 化学工業における化学の役割の理解

その方法 主体的に学ぶ姿勢
化学に関する工業技術への発展的な創作意欲
評価の方法
定期考査・小テスト
提出物（ノート・プリント・課題など）
授業時の観察などにより総合的に判断する

国内化学産業の状況把握と理解を促すための調べ学習
学習方法・
学習形態 化学産業で必要な化学物質の把握と理解を深めるためのプリント学習

データ分析と環境への配慮などインクルーシブな工業化学についての
理解を深めるためのグループ学習

基礎基本項目の振り返りを行い、知識や理解へのばらつきをできるだ
け最小限に抑える工夫を行う。

留 意 点 自然や身近な例をあげ、化学に興味をもたせることに注意して展開す
そ の 他 る。

生徒それぞれの将来へつなげるための授業を心がける。



令和６年度学習進度予定表

期 月 学 習 項 目 学 習 内 容 到 達 目 標

溶液の性質 溶液とその性質 溶液の濃度の表し方，溶解度，溶液
４月 の性質などの基礎的・基本的な内容事

項を学び，計算だけでなく溶液の調製
法やグラフの読み方なども理解させる。
沸点上昇・凝固点降下・浸透圧など

５月 の希薄溶液の性質を理解させる。
一
学
期 酸と塩基 酸と塩基 酸・塩基の基本的な性質や酸・塩基

の価数や強弱，電離度について理解さ
６月 せる。

水素イオン濃度と pH 水のイオン積や pH，指示薬の変色範
囲について理解させる。

７月

夏季
休業

酸と塩基 中和と塩 酸･塩基の定量的な扱いを学び，生成
９月 する塩の性質を理解させる。

中和滴定 定量分析のひとつである中和滴定に
ついて，定量原理だけでなく分析手法

10月 も理解させる。

二
学 気体の性質 いろいろな気体 空気以外の代表的な気体の製造法や
期 性質を理解させる。

気体の性質 気体に共通する体積・圧力・温度の
11月 相互関係，理想気体と実在気体などに

ついて原理･法則を理解させる。

元素の性質 元素の分類と周期表 周期表の主要な部分については暗記
12月 させることも必要である。

冬季
休業

１月 元素の性質 典型元素 族ごとの元素の特徴とその代表的な
化合物の性質や反応性について理解さ
せる。

三
学 ２月 遷移元素 それぞれの元素やイオン，化合物の各
期 論について，性質や反応性を理解させ

る。
３月

春季
休業



和歌山県立和歌山工業高等学校（全）通し番号Ｋ００８

教 科 工 業 科 目 化学工学 履修学年 ２年

単位数 ２ 科・系 化学技術科 担 当 者

化学工場の機械・装置およびプラントの成り立ちを理解すると共に、
教科・科目 それらの運転・操作・保守および管理などに必要な基礎的知識・技術
の目標 を身につけさせ将来実際に活用できるようにすることをねらいとして

いる。

教科書『化学工学』（実教出版）
使用教科書 補助教材プリント
・教材等

１．評価の観点
・知識技能

評価の観点 ・思考・判断・表現
と ・主体的に学習に取り組む態度

その方法
２．評価の方法
・定期考査
・小テスト
・提出物（ノート・プリント・課題など）
・授業時の観察で評価
等を総合的に評価する。

・普通教室で行う。
学習方法・ ・工業化学・化学工学実習・プラント実習と関連づけて展開する。
学習形態 ・化学工場で必要とされる知識と関連づけて展開する。

・量を様々な単位の数量で扱えるように展開する。
・図表から数値を読み取る力を養う。

・基礎的な事項は確実なものとするために毎時間授業に積極的に取り
組む

履修者への ・教科書、ノート、提出物など忘れ物をしない。
メッセージ ・配布されたプリントを自己管理する。



令和６年度学習進度予定表

期 月 学 習 項 目 学 習 内 容 到 達 目 標

化学工場の特徴と化学工学 ○化学工場の特徴
４月 の役割 ○プロセスとプラント ・導入として化学工場の概

○反応操作と単位操作 要や役割を知って、化学工
○機械と装置 学の必要性と興味を持たせ
○プロセスフローシート る。

一 単位と有効数字 ○単位系 ・様々な単位を学ぶと共に
学 ○単位の換算 互いの単位の換算ができる
期 ５月 ○測定値と有効数字 ようにする。

・基本的な反応を伴わない
６月 物質の流れと物質収支 プロセスの物質収支やエネ

○物質の流れ ルギー収支について学習す
○物質収支 る。
○分離プロセスの物質収支 ・活用の機会の多い物質収

７月 ○混合プロセスの物質収支 支を質量保存の原理に基づ
いて理解する。

夏季
休業

液体と気体の流れ ・液体の貯槽・輸送機や管
９月 ・液体の取扱い ○液体貯槽 路による流体の輸送を学ぶ。

○撹拌 装置の種類や特徴を理解す
○ポンプ る。
○腐食と防食 ・管の種類と特徴を理解し

て管断面積を計算する。管
・気体の取扱い ○気体の貯蔵 のＪＩＳ規格を表から読み

○圧力の測定 取り、断面積、流速を求め
二 10月 ○送風機・圧縮機と真空ポン る。
期

・管内の液体・気体の流れ ○管・管継ぎ手・バルブ・コ ・流れのエネルギー収支を
11月 ック ベルヌーイの定理を学習し、

○管径と流速・流量 流速やエネルギーを求める。
○流れの物質収支
○流れのエネルギー収支

12月 ○流れのエネルギー損失 ・管路による流体の持つ様
々な機械的エネルギー損失
を知ると共に、異なる圧力
損失の計算を練習する。
・流量測定に使う流量計と
計算方法を理解する。

冬季
休業

１月 熱の取扱い ・化学工業では熱の移動を
・熱の移動と熱の基礎知識 ○熱の移動のしかた 伴う操作が多いため熱の発

○熱の基礎知識 生や利用について学習する。
三 ・熱交換器 ○水蒸気と触媒 ・一般的な熱交換器の原理
学 ２月 ○熱交換器の構造 と構造、流れの方式につい
期 ○熱交換器の熱収支 て学ぶ。熱交換器の熱収支

や流体の流量と温度の関係
３月 も求められるようにする。

・熱の伝わり方について理
解する。

春季
休業



和歌山県立和歌山工業高等学校（全）通し番号 Ｋ００９

教 科 工業 科 目 地球環境化学 履修学年 ２年

単位数 ２ 科・系 化学技術科 担 当 者

地球環境の現状を知り、環境改善や環境維持について幅広い視野を身
教科・科目 につけさせる。
の目標 化学的な知識を用いて、水質や大気などのデ－タ収集や分析手法を学

ばせる。また、資源問題やリサイクルについての知識を広め、実践に
結びつける工夫が出来るようにする。

地球環境化学 実教出版
使用教科書
・教材等 新聞等の関連記事と自作プリント

・授業に取り組む姿勢、ノ－トがとられているか。
・環境問題に向き合う姿勢が出来ているか。
・各種の環境問題を正しく認識しているか。
・リデュ－ス、リユ－ス、リサイクルの感覚を持ち、実践しているか。

評価の観点 ・授業で学んだ事が、ゴミ捨て等の実生活に生かされているか。
と

その方法 上記の観点と定期考査、ノート、授業時の観察の評価を総合的に評価
する。

・各学習項目について、実社会・実生活に於ける例を挙げ、身近な問題
として学習する。

学習方法・
学習形態 ・過去に起こった環境問題の発生状況や原因、対処方法等を学習する。

・実験・実習と結びつけて学習する。

・身近な問題として捕らえられるようにする。

・実生活で実践・応用出来るように工夫する。

留 意 点 ・環境問題を正しく認識し、問題意識を深められるように努力する。
そ の 他



令和６年度学習進度予定表

期 月 学 習 項 目 学 習 内 容 到 達 目 標

序 論 学習内容の説明 内容を周知する。
４月 地球温暖化とオゾン層の破壊 化石燃料の消費とそれに伴う 温暖化やオゾン層破壊の原

弊害について 因やメカニズムを知り、対
策を立てられる。

フロンガスの使用とオゾン層
破壊について

一 ５月
学 エネルギー消費について エネルギー消費がもたらす
期 環境への影響を理解する

６月 酸性雨と森林破壊について 酸性雨はどうして降るか 酸性雨のメカニズムを
その対策について 知る。
雨水を調べる 実状を知る。

７月

夏季
休業

廃棄物とリサイクル プラスチックゴミの種類と分 リサイクルを考えたゴミの
９月 別について 分別が出来る。

古紙、ペットボトル、アルミ リサイクルの方法を理解し、
缶等のリサイクル。 資源の有効利用に務める。

大気汚染 汚染の原因を調べる。 原因を知り、改善に努める。
汚染の現状と対策

二 10月
学 水質汚染 水質調査について 水質汚染の現状を正しく認
期 汚染の現状 識できる

家庭排水について 家庭排水を工夫出来る

農業や開発と自然環境 開発と森林破壊 森林破壊とその影響が正し
11月 砂漠化について く理解できる

環境と自然災害 自然環境が防災に果たす役
防災について 割を理解する。

12月

冬季
休業

１月 食品添加物 成分と使用目的 成分表示を確認できる
人間への影響

三 自然との付き合い方 自然環境保護 環境のこれからと環境保
学 ２月 環境問題のこれから 全を考えられる
期

まとめ
３月

春季
休業



和歌山県立和歌山工業高等学校（全）通し番号 Ｋ０１０

教 科 工業 科 目 課題研究 履修学年 ３年

単位数 ３ 科・系 化学技術科 担 当 者

工業に関する課題の発見とその課題の解決に必要な知識及び技能を身
教科・科目 につけることを通して、問題解決の能力や自発的、創造的な学習態度を
の目標 育てる。

使用教科書 指導プリント
・教材等 資料

知識・技能・・・ものづくりに関する各分野での基本的な知識・技能
が身についている。

評価の観点 思考・判断・表現・・・課題解決に向け、自ら考え、基礎的な知識と
と 技術を活用し、適切に判断し、創意工夫する能力を身に付けている。

その方法
主体的に学習に取り組む態度・・・工業的な事柄に関心を持ち、テー
マ設定等に意欲的に取り組んでいる。

課題研究の各ショップの評価
課題への取り組み状況及び完成度
グループでの協調性・指導性

上記の観点から総合的に判断して評価する。

学習方法・ ５テーマ、５班編成で通年で展開する。
学習形態

・安全第一。
・５ Sを意識した行動。
・器具の取り扱い方に精通する。

留 意 点 ・試料溶液の作り方に精通する。
そ の 他 ・実習操作を丁寧に正確に行う。

・計算式の意味を充分理解する。
・準備や後かたづけの習慣をつける。



令和６年度学習進度予定表

期 月 学 習 項 目 学 習 内 容 到 達 目 標

機器分析実習１ ガスクロマトによる応用実 ガスクロと液クロの各機器
４月 験。高速液体クロマトによ 分析の機材を使用して有機

る応用実験 溶剤の定量・定性分析がで
きるように操作を練習し、
検量線を作成し未知試料の
分析をする。

一 ５月
学
期

バイオ実習 BDFの製造 軽油代替燃料である BDFの
製造を通して製品の高収率

６月 かを目指し、製造条件の決
定を行う。また、成分分析
などについて学習する。

７月

夏季
休業

プラスチックのリサイクル ペットボトルから植木鉢の マテリアルリサイクルを通
９月 製造 して、地球に優しい製品作

りを学ぶ。

電気化学実習 アルカリ型燃料電池の製作 燃料電池の原理を理解する
と共に、電気メッキにより

二 10月 Pd 電極を作製し、水素ガス
学 の連続供給により長時間発
期 電用の燃料電池を製作する。

青銅鏡の製造 青銅の鋳造 鋳造金属に青銅を用いるこ
とにより、合金の性質及び
石膏型による鋳造の原理を

11月 学ぶ。

12月

冬季
休業

１月

三
学 ２月
期

３月

春季
休業



和歌山県立和歌山工業高等学校（全）通し番号 Ｋ０１１

教 科 工 業 科 目 実習 履修学年 ３年

単位数 ３ 科・系 化学技術科 担 当 者

化学工場の製造現場で、必要とされる合成・分析・計測・工学の分野
教科・科目 の知識や技能を総合的に習得させる。機器やプラントの運転・操作・
の目標 保守および管理などに必要な基礎的な知識や技術を身につけさせ、将

来実際に活用できるようにさせる。

使用教科書 工業化学実習１・２（実教出版）
・教材等 自作プリント他

・使用量や質量等を正確に測れるか。
・実験の流れを考えて行っているか。
・結果をレポート等にまとめられるか。

評価の観点 ・機器（器具）の使用方法に習熟したか。
と

その方法 上記観点に加え、レポート、授業時の観察で評価、実験の精度により
総合的に評価する。

・実験装置、機器（器具）や薬品の取り扱い方を身につける。
学習方法・ ・実験手順を理解する。
学習形態 ・測定値の精度を上げる。

・実験結果をレポートにまとめる。

・器具の取り扱い方に精通する。
・試料溶液の作り方に精通する。
・実習操作を丁寧に正確に行う。

留 意 点 ・計算式の意味を充分理解する。
そ の 他 ・準備や後かたづけの習慣をつける。



令和６年度学習進度予定表

期 月 学 習 項 目 学 習 内 容 到 達 目 標

生徒４０名を４班に分け各テ
４月 ーマについてローテーション

し実習を行う。

機器分析実習 ガスクロマトグラフによる定 ガスクロと液クロの各分析
性・定量分析 装置を使用して有機物の定

一 ５月 液体クロマトグラフによる定 性・定量分析法を学ぶ。次
学 性・定量分析 に検量線を作成し、未知試
期 料の分析が行えるよう、繰

り返し操作技術を習得させ
る。

６月
有機合成実習 オレンジⅡ、酢酸エチル、 有機化学の知識を基本に、

スルファニル酸の合成 有機化合物の合成実習に発
展させる。合成の技術と共
に、有機化合物への理解を

７月 深める。

夏季
休業

８月

９月 電気計測実習 オームの法則 化学の分野で特に必要とさ
ホイートストーンブリッジ れる、電気の基礎的な実習
ファラデーの法則 を行い、電圧・電流・抵抗

の理解を深める。また、電
気回路の構成や電気化学の

二 10月 分野を重点的に学習する。
学
期

化学工学実習 メタノールの連続精留 化学工学の分野の連続蒸留
の内容を扱う。座学では理
解しにくい内容を実習する

11月 ことで、より理解を深める。
グラフ用紙を多用して、

作図や読み取りの力を養う。

12月

冬季
休業

１月

三
学 ２月
期

３月

春季
休業



和歌山県立和歌山工業高等学校（全）通し番号 Ｋ０１２

教 科 工 業 科 目 工業材料技術 履修学年 ３年

単位数 ２ 科・系 化学技術科 担 当 者

教科・科目 材料は金属材料，セラミックス材料，高分子材料の３つに大別するこ
の目標 とができる。それぞれの材料には，特有の性質が備わっており，その性

質に基づいた加工法や製造法がある。それぞれの材料をうまく組み合わ
せて身のまわりの生活や，ものづくりに生かされていることを理解する。
また，新素材や環境に配慮した材料についても学習し，材料を選択した
り開発したりする力を身につける。

使用教科書 材料技術基礎（実教出版）
・教材等 プリント

評価の観点
各種工業材料の性質や特徴に関心を持ち、材料に関する基礎知識を

意欲的に学習し、身のまわりの製品や道具に使われている材料と性質
評価の観点 との関係を考察する態度が見られる。

と
その方法 評価の方法

課題プリント，ノートなどの提出。
考査評価，提出物評価，学習への取り組み状況などによる総合評価

を行う。

工業材料についての基礎的な知識を習得し、実社会で用いられている
学習方法・ 具体的な実用例まで学習する。
学習形態

エンジニアプラスティック等専門分野に関する知識をより深めさせる。

他科目との関連性を十分考慮し、理解を深めさせる。

現場で通用する基礎となる科目にしたいので今まで学習した内容を理
留 意 点 解することが必要である。
そ の 他



令和６年度学習進度予定表

期 月 学 習 項 目 学 習 内 容 到 達 目 標

４月 金属材料 金属材料の加工 金属材料の加工の種類を取
り上げ、金属材料の構造と
性質、またそれに応じた実
際に用いられている製品例

一 ５月 との関係を理解する。
学

６月

７月

夏季
休業

セラミックス材料 セラミックス材料の種類と性 セラミックス材料にはどの
９月 質 ような種類があるのか学習

し、その性質と実際に用い
られている製品例との関係
を理解させる。

セラミックス材料の製造・加 各種セラミックス材料の製
二 10月 工 造方法・過程や加工技術に
学 関する基礎知識を理解させ
期 る。

高分子材料 高分子材料の種類と性質 身のまわりで使われている
11月 製品や道具がどのような種

類の高分子からできている
のか理解させ、その高分子
の性質と併せてその高分子

12月 が使われている理由を理解
させる。

冬季
休業

１月 高分子材料の製造 合成高分子の製造の概略・
原理や成形品と、加工方法
・原理との関係に関する基

三 礎知識を理解させる。
学 ２月
期

３月

春季
休業



和歌山県立和歌山工業高等学校（全）通し番号 Ｋ０１３

教 科 工 業 科 目 工業化学 履修学年 ３年

単位数 ４ 科・系 化学技術科 担 当 者

教科・科目 化学および化学工業が人間の生活の中で果たしている役割やそれらと
の目標 地球環境との関わりを認識させる。

使用教科書 工業化学１ （実教出版）
・教材等 工業化学２ （実教出版）

評価の観点
知識・技能
思考・判断・表現
主体的に学習に取り組む態度

評価の観点 評価の基準
と 化学工業における化学の役割の理解

その方法 主体的に学ぶ姿勢
化学に関する工業技術への発展的な創作意欲
評価の方法
定期考査・小テスト
提出物（ノート・プリント・課題など）
授業時の観察などにより総合的に判断する

学習方法・ 実際の工業的事例を取り扱う中で、基礎知識の学習と応用を図り、
学習形態 実社会と工業化学との結びつきなどを考察する。

化学工業の製造プロセスを中心に化学反応や、理論などについて学び、
全体像を把握できるようにする。

授業を大切にする
基礎的な事項は確実なものとするように毎時間授業に積極的に

留 意 点 取り組んでいく
そ の 他 教科書、ノート、電卓など忘れ物をしない

３年間の学習のまとめということを意識すること



令和６年度学習進度予定表

期 月 学 習 項 目 学 習 内 容 到 達 目 標

有機化合物の特徴・分類と 炭化水素の分類 有機化合物の概略及び命名
４月 命名法 鎖式炭化水素 法について理解する。

一 脂肪族炭化水素 脂肪族炭化水素 炭化水素及びその異性体や
学 誘導体について、有機化合
期 ５月 物の基礎を理解する。

酸化と還元 酸化反応と還元反応 酸化反応と還元反応を学習
酸化還元滴定 する。
電池 電池と逆の反応の電気分解

６月 電気分解 の仕組みを学習し、工業化
学計算の技術を養う

化学反応と熱・光 熱化学方程式 化学反応に伴う熱の出入り
７月 ヘスの法則 を理解する。

夏季
休業

芳香族炭化水素 芳香族炭化水素 ベンゼンを中心に芳香族炭
９ 月 芳香族炭化水素の誘導体 化水素及びその誘導体を体

系的に理解する。

二 有機化合物の同定・定量・ 有機化合物の性質と構造分析 有機化合物の分析の概略を
学 構造分析 理解する。
期 10月

反応速度と化学平衡 反応速度 反応が進む速さは、様々な
活性化エネルギー 条件によって違ってくるこ
可逆反応と化学平衡 とを理解する。

放射性物質と原子核エネル 原子核とエネルギー 原子核の成り立ちと安定に
11月 ギー 原子核の崩壊と核反応式 存在している理由について

放射線の利用と防護 学ぶ。
核分裂と核融合
原子炉 医療や工業などのさまざま

12月 な分野で利用されている放
射線の取扱いについて学ぶ。

冬季
休業

１月 石油石炭の化学工業 石油製品の分離 石油製品の概略から利用目
石炭の化学工業 的をしり、化学的処理の技

術について理解する。
三 資源の利用と無機化学工業 化学工業 無機化学工業の概要を学ぶ。
学 ２月 空気の利用 空気中の窒素を利用した化
期 学工業について学ぶ。

３月

春季
休業



和歌山県立和歌山工業高等学校（全）通し番号Ｋ０１４

教 科 工 業 科 目 化学工学 履修学年 ３年

単位数 ２ 科・系 化学技術科 担 当 者

化学工場の機械・装置およびプラントの成り立ちを理解すると共に、
教科・科目 それらの運転・操作・保守および管理などに必要な基礎的知識・技術
の目標 を身につけさせ将来実際に活用できるようにすることをねらいとして

いる。

教科書『化学工学』（実教出版）
使用教科書 補助教材プリント
・教材等

１．評価の観点
・知識・技能

評価の観点 ・思考・判断・表現
と ・主体的に学習に取り組む態度

その方法
２．評価の方法
・定期考査
・小テスト
・提出物（ノート・プリント・課題など）
・授業時の観察で評価
等を総合的に評価する。

・普通教室で行う。
学習方法・ ・工業化学・化学工学実習・プラント実習と関連づけて展開する。
学習形態 ・化学工場で必要とされる知識と関連づけて展開する。

・量を様々な単位の数量で扱えるように展開する。
・図表から数値を読み取る力を養う。

・基礎的な事項は確実なものとするために毎時間授業に積極的に取り
組む

履修者への ・教科書、ノート、提出物など忘れ物をしない。
メッセージ ・配布されたプリントを自己管理する。



令和６年度学習進度予定表

期 月 学 習 項 目 学 習 内 容 到 達 目 標

物質収支
４月 ・単位と有効数字 ○単位系 ・化学工学に必要な単位と単

○単位の換算 位換算、有効数字や指数によ
○測定値と有効数字 る数値の表現方法などを取り

上げ、実際に活用できるよう
にする。

一 ・物質の流れと物質収支 ○物質の流れ ・基本的な反応を伴わないプ
学 ５月 ○物質収支 ロセスの物質収支やエネルギ
期 ○分離プロセスの物質収支 ー収支について学習する。

○混合プロセスの物質収支 ・活用の機会の多い物質収支
を質量保存の原理に基づいて
理解する。

液体と期待の流れ ○管径と流速・流量 ・管の種類と特徴を理解して
・管内の液体・気体の流れ ○流れの物質収支 管断面積を計算する。管のＪ

６月 ○流れのエネルギー収支 ＩＳ規格を表から読み取り、
○流れのエネルギー損失 断面積、流速を求める。

７月

夏季
休業

物質の分離と精製 ・液体の分離・精製として蒸
９月 ・蒸留 ○蒸発の原理 留を取り上げ機械や装置の形、

○単蒸留 構造、操作方式などの原理に
○還流と連続蒸留 ついて具体的に理解させる。
○蒸発装置とその操作 また、マッケーブ－シール法
○蒸留の計算 による段数計算ができるよう

にする

二 10月 ・吸収 ○気体の溶解度 ・分離・精製として吸収を取
期 〇吸収装置とその操作 り上げ機械や装置の形、構造、

〇吸収プロセス 操作方式などの原理について
〇 具体的に理解させる。

化学工場の安全と関係法規 ・化学工業と化学プラントの
・労働安全 〇労働災害 安全に関する基礎的な知識を

11月 〇災害の防止 習得させるための導入として、
労働安全に関する用語を理解
させる。

・化学工場と関係法規 〇化学工業に関する法規 ・石油コンビナート等災害防
止法、消防法、特定工場にお

12月 ける公害防止組織の整備に関
する法律、高圧ガス保安法、

冬季
休業

〇化学工業に関する法定資格 火薬類取締法、労働安全衛生
法、毒物及び薬物取締法など

三 １月 の化学工場に関する法規と関
学 連する職業資格を取り上げ、
期 関係法規の目的と概要につい

て理解させる。

春季
休業



和歌山県立和歌山工業高等学校(全) 通し番号   K015     

教 科 工業 科目 地球環境化学 履修学年 ３年 

単位数 ２ 科 化学技術科 担 当 者  

 

教科・科目の

目標 

・環境問題を身近な問題として捕らえられるようにする。                      

・環境改善への意識を持ち、企業人となった際にもその意識を持ち続ける。                      

・環境問題を化学的視点で正しく認識し、問題意識を持つ。 

使用教科書 

・教材等 
実教出版「工業 771地球環境化学」 

評価の観点 

と 

その方法 

１．評価の観点 

・知識・技能 

・思考・判断・表現 

・主体的に学習に取り組む態度 

 

２．評価の方法 

・定期考査・小テスト 

・提出物（ノート・プリント・課題など） 

・授業時の観察で評価 

等を総合的に評価する 

学習方法・ 

学習形態 

普通教室で行い、板書による授業形態と自作プリント等を用いた授業形態を授業内容により

使い分けて行う 

履修者への

メッセージ 

 

・授業を大切にする。 

・基礎的な事項は確実なものとするように毎時間授業に積極的に取り組んでいく。 

・教科書、ノート、提出物など忘れ物をしない。 

・配布されたプリントは自己管理する。 

 

 



令和６年度学習進度予定表 

期 月 学 習 項 目 学 習 内 容 到 達 目 標 

一

学

期 

４月 

第４章 環境の調査 

 1 節 調査の目的と方法 

  

 

2 節 大気の測定 

 

 

 

 3 節 水質の測定 

 

 

 

 4 節 土壌の測定 

 

・環境問題を認識するための調

査について，その目的，方法な

どを学ぶ。  

 

・大気汚染物質の環境基準を知

り，その採取方法，測定機器，

測定方法について学ぶ 

 

・水質の測定項目について知

り，資料の採取方法，保存方法，

測定方法について学ぶ。 

 

・土壌の調査・測定方法につい

て学ぶ。 

・基本的な分析機器の測定原理

などの基礎知識を理解する。 

 

 

・周囲だけでなく、隣国の大気

状況や健康への影響を理解す

る。 

 

・ＢＯＤなど，測定項目の数値

の意味を知り，計算方法を理解

する。 

 

・工場排水や廃棄物の問題とも

からめて理解する。 

５月 

６月 

７月 

夏季 

休業 

 

二

学

期 

９月 

第５章 環境の保全技術 

 

 

 

 

 

 

 

第６章 廃棄物と環境 

 

・大気汚染物質の防除技術につ

いて，燃料の改善，燃焼技術の

改善について学ぶ。 

 

・排水中の有害物質の処理，汚

泥処理の原理，方法について学

ぶ。 

 

・廃棄物の処理方法について，

具体的な例を学ぶ。廃棄物の処

理と有効利用についても理解

を深める。 

 

・環境を保全するための生産技

術の改善の必要性を認識し，そ

の方法について理解する。 

 

 

 

 

 

・リサイクルに関しては，身近

な物質についての例から関心

を深め実践できるように理解

する。 

 

10 月 

11 月 

12 月 

冬季 

休業 

 

三

学

期 

１月 

第７章  

持続可能な社会構築のため

のしくみ 

 

1節 環境問題への取り組み 

 

 

 2 節 環境の管理と評価 

・環境問題に関する取り組み

は，地球規模での取り組みが必

要であることを理解し，国際的

な取り組みの経過について学

ぶ。 

 

 

・現在，国内でとられている環

境問題への取り組みについて

学ぶ。 

 

・国内においては，発生した環

境問題を知り，これに対してど

のような対策がとられてきた

かと、企業の責任について理解

する。 

 

 

・環境マネジメント，環境アセ

スメント，ＰＲＴＲ制度につい

て知り，その意義を理解する。 

２月 

３月 

春季 

休業 

 

 


